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研究成果の概要（和文）：観察・実験等で、定型発達者及び特別な教育上のニーズを有する者におけるブレンディドラ
ーニングシステムの利用時ワークロード要因、品質特性（理解性、効率性、有効性、満足性等）を検討した。また、ブ
レンディドラーニングシステム利用時の視線の動きを測定し、定型発達者と特別な教育上のニーズを有する者との間で
比較した。ブレンディドラーニングシステム利用の一部の場面において、利用者が迷いや困難さを感じた際に示す「視
線パターン」が観察され、特別な教育上のニーズを有する者のワークロードが定型発達者より大きいこと、理解性の問
題がその要因であること等が示唆された。さらに、ワークロードを軽減する方法の具体例を示した。

研究成果の概要（英文）：We conducted experiments and behavior observations of normally developing 
students and students with special needs in education to investigate the mental workload factors and 
quality characteristics (understandability, efficiency, effectiveness, satisfaction) of a blended 
learning system. We also measured students’ eye movements while a blended learning system was in use, 
and then compared eye movements of normally developing students and students with special needs. In some 
situations of using a blended learning system, eye movement patterns that occur when a user experiences 
uncertainty or difficulty were observed. The results suggest that the workload for students with special 
needs was heavier than that for normally developing students in such situations, and the problem of 
understandability in the blended learning system was one factor in the mental workload. Furthermore, we 
showed a concrete example of a method for decreasing the mental workload of students with special needs.

研究分野： 教育情報学
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１．研究開始当初の背景 
(1)インターネット利用は我々の生活に浸透
し、インターネットを利用した e ラーニング
も様々な教育学習場面で活用されている。い
つでもどこからでも授業が受けられ、自分の
ペースで繰り返し学ぶことができる特性ゆ
え、社会人学生の時間外・遠隔学習、留学生
の反復学習、オンキャンパス学生のブレンデ
ィドラーニング（対面授業に e ラーニング等
を併用した学習）など、多様な学生への学習
支援に成果をあげている。 
 
(2)障害のある学習者への面接・質問紙調査で
は、e ラーニングやブレンディドラーニング
による支援の必要性が確認された。 
 
(3)障害のある学習者がブレンディドラーニ
ングを利用するためには、ブレンディドラー
ニング教材やシステムが彼らにとってアク
セシブルでユーザブルである必要がある。障
害のある学習者を被験者とする分析の結果、
広汎性発達障害者にとってのアクセシビリ
ティとユーザビリティは高い機関もあった。
しかし、全国の高等教育機関を対象とした調
査では、e ラーニング教材・システムを含む
web サイトの身体障害学生にとってのアク
セシビリティは全体として低い状態にある
こと、e ラーニングの実践成果が見えている
高等教育機関を全国各エリアから抽出して
行った面接調査では、リソース（時間、人手、
予算）不足により、アクセシビリティとユー
ザビリティの検討・向上が今後の課題とされ
ている現状が確認された。 
 
(4)障害のある学習者を対象にブレンディド
ラーニングを応用した支援を施行してユー
ザビリティを包括的に検討し、その結果を踏
まえて利用モデルと簡易解決法例を提案し
た。その施行・検討の過程で、ユーザビリテ
ィと関連するワークロードとその要因、シス
テムのユーザビリティも含む品質特性の分
析・検討が、ブレンディドラーニングの有効
化のために必要とされていることがわかっ
てきた。 
 
２．研究の目的 
教育機関において特別な教育上のニーズを
有する学習者への支援教育に有効にブレン
ディドラーニングを活用するため、ブレンデ
ィドラーニング教材・学習システムの利用の
妨げとなる利用時のワークロードとその要
因を検討する。また、ブレンディドラーニン
グ教材・学習システムのユーザビリティも含
む品質特性の分析を行い、現状、問題点とそ
の要因を明らかにするとともに、解決方法の
具体例を提案する。 
 
３．研究の方法 
(1)特別な教育上のニーズを有する学習者の
日常的学習場面に参与し、行動観察、半構造

化面接、アセスメントを行った。 
 
(2)現有の e ラーニングシステムを使用した
ブレンディドラーニングの教材を事例向け
に開発・提供し、学習支援を実践した。その
経過、効果を追跡する中で、ワークロードに
関連したエピソード、利用時品質特性に関連
したエピソードを収集・分析した。 
 
(3)特別な教育上のニーズを有する学習者を
対象に、ブレンディドラーニング教材・シス
テムと修正版のワークロード測定用課題を
用い、Performance-related measurements、
視線測定等によって利用時のワークロード
を測定・評価した。 
 
(4)実際に運用されているブレンディドラー
ニングのシステムと教材を材料に、ユーザビ
リティを含む品質特性の現状分析を行った。 
 
４．研究成果 
(1)ブレンディドラーニングによる支援の必
要な、特別な教育上のニーズを有する学習者
を確認した。 
 
(2)特別な教育上のニーズを有する学習者事
例及び一般の学習者事例への現有のブレン
ディドラーニングシステム・教材を用いた学
習支援実践を実施した。ワークロード関連エ
ピソード、利用時品質特性関連エピソードを
収集し、ユーザビリティを含む品質特性の現
状を分析した。特別な教育上のニーズを有す
る学習者事例にとっての有効性等の品質特
性は、概ね、一般の学習者事例と同程度であ
ることが確認された。 
 
(3)ブレンディドラーニングシステム利用の
一部の場面において、利用者が迷いや困難さ
を感じた際に示す「視線パターン」が観察さ
れ、特別な教育上のニーズを有する学習者の
ワークロードが一般の学習者より大きい場
面があること、品質特性の中の理解性の問題
がその要因であること等が示唆された。 
 
(4)ワークロードを軽減する方法を検討し、
その具体例を示した。 
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